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地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
年
金
受
給
権
者
・
国
民
年
金
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

年
金
な
ど
の
被
災
者
支
援
制
度

■�

所
得
制
限
に
よ
る
支
給
停
止
を
解
除
し

ま
す

　
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
傷
病
の
障
害
基
礎

年
金
、
老
齢
福
祉
年
金
、
特
別
障
害
給
付
金
の

受
給
権
者
な
ど
で
、
所
得
が
あ
る
た
め
に
年
金

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
停
止
さ
れ
て
い
る

人
の
う
ち
、
今
回
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
人

は
、
住
宅
、
家
財
ま
た
は
そ
の
他
の
財
産
の
お

お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た

場
合
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
４
月
か

ら
７
月
ま
で
支
給
停
止
を
解
除
し
、
８
月
か
ら

平
成
29
年
７
月
ま
で
年
金
ま
た
は
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
７
月
に
送
付
す
る
所
得
状
況
届
で

前
年
の
所
得
確
認
を
行
い
ま
す
が
、
所
得
が
年

金
の
所
得
制
限
額
を
超
え
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
は
、
損
害
を
受
け
た
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
停
止
が
行
わ
れ
ま
す
。

■�

預
金
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど

を
紛
失
し
た
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
震
災
に
よ
り
、
年
金
の
受
け
取
り
に
使
っ
て

い
る
銀
行
の
預
金
通
帳
、印
か
ん
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
な
ど
を
紛
失
し
た
人
は
、
年
金
支
払
い

の
指
定
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
に
、
現
金

引
き
出
し
の
方
法
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
で
き
る
だ
け
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
を
金
融
機
関
窓
口
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■�

指
定
の
郵
便
局
以
外
で
も
年
金
の
受
け

取
り
が
で
き
ま
す

　　

指
定
の
郵
便
局
が
営
業
し
て
い
な
い
場
合

や
、「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
送
金
通
知
書
」を

持
参
で
き
な
い
場
合
で
も
、
最
寄
り
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
貯
金
窓
口
で
本
人
確
認

を
行
っ
た
上
で
、
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。
お

近
く
の
郵
便
局
へ
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

　
　
熊
本
地
震
で
被
災
し
、
住
宅
、
家
財
、
そ
の

他
の
財
産
に
つ
い
て
、
被
害
金
額
が
お
お
む
ね

２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲
や
申
請
手
続
き

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

で
、
被
災
に
よ
り
今
後
の
保
険
料
納
付
が
困
難

な
人
は
、
口
座
振
替
の
停
止
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
被
災
者
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
直

接
、
振
替
先
の
金
融
機
関
に
停
止
の
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

■�

被
災
者
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

被
災
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
通
話
無
料
）

　
☎
０
１
２
０（
５
５
８
）６
５
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■
受
付
時
間

▼
㈪　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▼�

㈫
～
㈮　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▼�

㈯
㈰
㈷　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分�

■�

熊
本
地
震
に
係
る
国
民
年
金
基
金
の
取

り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い　

　　
地
震
で
被
災
し
、
住
宅
、
家
財
、
そ
の
他
の

財
産
に
つ
い
て
損
害
を
受
け
ら
れ
た
人
が
や
む

な
く
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
た

場
合
は
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入
資
格
は
喪
失

し
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

が
終
了
し
た
月
の
翌
月
１
日
か
ら
１
年
以
内
に

再
加
入
の
申
し
出
を
行
っ
た
場
合
は
、
特
例
に

よ
り
以
前
加
入
し
て
い
た
と
き
と
同
じ
掛
金
で

加
入
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
納
付
を
継
続
す
る
場
合

は
、
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
を
減
口
や
一
時
休

止
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
負
担
を
一
時
的
に
減

ら
す
こ
と
が
で
き
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員

資
格
も
継
続
で
き
ま
す
。　

　
■�

お
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
県
国
民
年
金
基
金
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０（
65
）４
１
９
２

国民年金本体

地震で被災し
国民年金保険
料を止むを得
ず免除する場
合

地震で被災し
たが国民年金
保険料納付を
続ける場合

国民年金基金

免除を受ける
と資格喪失

国民年金基金
も継続

今後の国民年金基金の対応

免除が終了した月の翌月から１年以内に
再加入の申出を行った場合は、以前の掛
金で再加入できる。

国民年金基金の掛金負担が大変な時は口
数の減口、掛金の一時停止ができる。そ
の後、掛けられるようになったときに納
付再開、掛金の増口が行える。また、掛
金納期から過去２年以内なら遡及納付も
可能。

◆
土
砂
災
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ

り
地
盤
が
緩
く
な
っ
て
い
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
少
な
い
雨
で
も
崖
や
石

垣
が
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
崖

や
石
垣
、
壊
れ
か
か
っ
た
建
物
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

事
前
に
避
難
場
所
を
確
認

　

市
の
指
定
避
難
所
以
外
に
も
、
日

頃
か
ら
安
全
な
場
所
（
地
元
の
公
民

館
や
親
戚
宅
な
ど
）
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
避
難
の
場
合
は
、
食
べ
物
や

飲
み
物
、
寝
具
な
ど
は
各
自
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◆
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

　

崖
や
石
垣
の
近
く
に
お
住
ま
い
の

人
や
避
難
路
に
危
険
箇
所
が
あ
る
人

は
、
雨
が
強
く
な
る
前
に
余
裕
を
持
っ

て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
家
族
や
ご
近
所
で
い
ざ
と
い
う

と
き
ど
こ
に
避
難
す
る
か
な
ど
の

ル
ー
ル
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
指
示
や
避
難
勧
告
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
特
に
災
害
の
危
険
性

が
高
ま
っ
た
状
態
で
す
。
崖
や
石
垣
、

河
川
の
近
く
に
お
住
ま
い
の
人
は
避

難
所
や
安
全
な
場
所
に
早
め
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　防災交通課　☎ 0968(25)7203

災害から
身を守るために

災害対策の準備はできていますか。災害はいつやってくるかわ
かりません。被害を最小限にとどめるために、平常時は災害に
備え、災害時には自らの身の安全を守るよう行動することが大
切です。

◆
非
常
持
ち
出
し
品
や

　
備
蓄
品
の
準
備

　

熊
本
地
震
の
余
震
も
断
続
的
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

梅
雨
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　

万
が
一
に
備
え
、
非
常
持
ち
出
し

品
の
準
備
や
停
電
や
断
水
に
備
え
て

３
日
分
程
度
の
水
や
食
料
の
備
蓄
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
の
例
】

　

懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
（
乾

電
池
）、
持
病
の
薬
や
処
方
箋
、
衣
類
、

非
常
用
食
品
、
携
帯
ボ
ン
ベ
式
コ
ン

ロ
な
ど

【
備
蓄
品
の
例
】

　

レ
ト
ル
ト
食
品
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
、
飲
料
水
、
給
水
用
ポ
リ
タ
ン
ク
、

紙
皿
、
割
り
箸
な
ど　

◆
災
害
時
は
自
助
共
助
が
大
切　

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
、

警
察
、
市
役
所
な
ど
が
す
ぐ
に
稼
動

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
市
民
の

皆
さ
ん
で
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
自
助
共
助
の
精
神

を
持
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

危険度 気象情報 避難の体制 市民に求める行動

大雨特別警報
（記録的短時間大雨情報） 避難指示

避難中の人は確実に避難を完了してください。まだ避難していない人は直ちに避
難場所へ避難を始めてください。ただし、屋外で移動することが危険な場合は、
屋内での退避など安全確保を行ってください。

土砂災害警戒情報 避難勧告 避難所または安全な場所へ速やかに避難を始めてください。

大雨警報 避難準備情報
または自主避難

高齢者、病人、障がい者は、支援者と一緒に避難場所へ早めに避難を始めてくだ
さい。非常持ち出し用品を用意するなど、いつでも避難できるように準備してく
ださい。

大雨注意報 自主避難
必要に応じて避難場所に避難してください。避難場所は防災交通課または各総合
支所総務民生課にお問い合わせください。避難中の食事や生活必需品はご自分で
用意してください。

高い
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